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協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
五
十
字
以
内
の 

景
観
に
関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

逗
子
を
歩
き
な
が
ら
、
空
を
見
上
げ
、
匂
い
を
感
じ
、

季
節
の
移
ろ
い
を
知
る
。
暑
い
暑
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

セ
ミ
の
鳴
き
声
は
止
み
、
ト
ン
ボ
が
飛
び
始
め
た
。
雑

草
は
だ
ん
だ
ん
と
枯
れ
、
ど
こ
か
ら
か
キ
ン
モ
ク
セ
イ

が
香
っ
て
き
た
。 

 

仕
事
柄
、「
逗
子
の
良
さ
は
ど
こ
で
す
か
」
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
際
は
、
海
、
山
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
市
内
を
流
れ
る
田
越
川
を
挙
げ
る
。
川
沿
い
の
散

歩
道
は
新
宿
か
ら
桜
山
、
逗
子
、
久
木
、
沼
間
と
変
化
が

あ
っ
て
飽
き
な
い
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
公
園
が
、
と
ほ

っ
こ
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

そ
う
そ
う
、
今
年
四
月
、
大
雨
が
降
っ
た
翌
日
、
大
き

な
カ
メ
が
泳
い
で
い
た
っ
け
。 

  

十
月
、
市
内
の
木
々
が
色
づ
き
始
め
る
。
山
の
木
々

は
も
ち
ろ
ん
、
舗
道
の
木
々
も
装
い
を
変
え
て
い
く
。

日
没
時
間
も
早
く
な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
帰
宅
の
合

図
で
も
あ
る
防
災
行
政
無
線
の
鳴
る
時
間
も
今
月
一
日

か
ら
十
六
時
半
に
な
り
、
チ
ャ
イ
ム
も
「
逗
子
市
歌
」
に

変
わ
っ
た
。
ま
だ
少
々
違
和
感
が
あ
る
が
、
違
和
感
が

あ
る
か
ら
こ
そ
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
う
ち
夕
景

に
似
合
う
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

昭
和
四
九
年
四
月
に
市
歌
に
制
定
さ
れ
た
歌
詞
に

は
海
と
砂
浜
、
披
露
山
に
神
武
寺
、
田
越
川
、
彼
方
に

見
え
る
富
士
の
嶺
が
歌
い
こ
ま
れ
て
い
る
。
五
〇
年

経
っ
て
も
こ
れ
ら
の
景
観
が
歌
い
こ
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
納
得
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
景
観
の
良
さ
は
変
わ

っ
て
い
な
い
の
だ
。 

 

熱
中
症
に
な
る
心
配
も
軽
減
し
た
。
景
観
に
身
を

ゆ
だ
ね
て
、
上
を
向
い
て
歩
こ
う
。 

 

桜
山
在
住 

げ
ん
ま
こ
と 

上
を
向
い
て
歩
こ
う 

  

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
の
作
詞
家
、
永
六
輔
さ
ん
。
お
母

さ
ま
が
亡
く
な
っ
た
時
、
歩
い
て
哀
し
み
を
ぬ
ぐ
っ
た
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。「
歩
く
」
と
い
う
行
為
は
身
体
を
前
に
運

ぶ
だ
け
で
な
く
、
考
え
も
前
に
進
め
て
く
れ
る
。
後
ろ
向
き

に
な
っ
て
し
ま
う
時
こ
そ
、
歩
い
た
方
が
い
い
、
と
そ
れ
以

来
、
実
行
し
て
い
る
。 

絵：吉澤 富雄 

絵：吉澤 富雄 



 

 

瓦版編集担当 逗子市環境都市部まちづくり景観課  

瓦版のバックナンバー・瓦版冊子は逗子市庁舎二階、まちづくり景観課窓口、市民交流センターに配架しています。 

 
逗子市 HP やフェイスブックも⾒てね︕ 

 

蘆花記念公園は、風光明媚な逗子市の特徴を表す風致公園として市民に愛されていますが、一部の施設は、

法令上や老朽化等の問題により長らく利用されていない状態が続いています。 

 しかし、近接する長柄桜山古墳群第１号墳の整備完了、公開に伴い、ビジターセンターや公衆トイレ等の

整備も望まれる一方、地域住民からは、津波避難対策や備蓄等の防災機能の向上を望む声があります。 

 このため、公園内にある各施設のあり方を単体で考えるのでなく、公園全体に長柄桜山古墳群を含めた一

体のエリアとして、地域住民や公園利用者と対話をしながら逗子市の魅力向上に資するグランドデザインを

描くことになり、３回のワークショップを経てグランドデザイン案がまとまりました。詳細と今後の予定に

ついては、ホームページをご覧下さい。 

蘆花記念公園（⻑柄桜⼭古墳群を含む）グランドデザイン 

市制 70 周年記念 景観シンポジウム・景観広報誌『瓦版』展示開催 

開催日時：2025 年１月 25 日（土）10：00～12：00 

場所：逗子文化プラザさざなみホール（景観シンポジウム・展示） 

プログラム 

第1部 表彰・認定式（条例部門・応募部門） 

第2部 会場一体型トークイン 

令和 6 年 6 月から 8 月まで「まちなみデザイン逗子の実践スポット」として応募されたものから認定を行

い、その中からより優れているものを「まちなみデザイン逗子賞」として表彰します。逗子の美しいまちな

みや景観を保全し、また作り育てていくために、これからの景観づくりのヒントを多数紹介する他、トーク

インとしてこれからの逗子における景観づくりについて共有する時間も設けますので、是非お越し下さい。 

認定事例はこちらから → 

【憩いのスポット ポケットパーク】 


